






 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【幼稚園・認定こども園・保育所等】 

○園内委員会を設置し、特別な支援を必要とする子どもへの支援方針を検討しましょう。 

 ・園内委員会の役割の明確化と支援までの手順の確認。  

○特別支援教育担当の園分掌への位置付けを行いましょう。 

・園内の支援体制整備 ・外部の関係機関との連絡調整 ・保護者との連絡窓口 

○関係機関・専門機関と連携し、支援の充実を図りましょう。 

（教育関係機関、福祉関係機関、医療機関等） 

○保護者と連携しながら教育的ニーズを把握し、園全体で組織的な支援を行いましょう。 

○子ども一人一人の教育的ニーズを把握し、合理的配慮の提供や基礎的環境整備を充実しましょう。 

○日本語の理解に不安がある外国籍等の子どもについては、個々の実態に応じ、指導内容の工夫を組織

的かつ計画的に行いましょう。 

 

【小学校等】 

○支援会議等を通じて、園で実施した適切な支援が着実につながるようにしましょう。 
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「特別支援教育担当」とは 
特別な教育的支援を必要とする幼児に

適切な支援を行うために園内の支援体制
を整えるとともに外部の教育・医療・福
祉・労働等の関係機関との連絡調整及び保
護者に対する学校の窓口の役割を担う中
心的存在です。 

「園内委員会」とは 
 特別な教育的支援を必要とする
幼児の実態把握を行い、抱える課
題について全職員で共通理解のも
とに、園全体でより適切な指導・
支援をするための園内組織です。 

園・学校における医療的ケアの推進 

医療行為 

（医行為） 

医療的 

生活援助行為 

生活 

援助行為 

経管栄養、吸引など 

「医療的ケア」 

鳥取県立特別支援学校で実施している医療的ケアは、日常的に家庭で行われて

いる医療的生活援助行為で、学校でも実施可能であると判断された行為です。 

発達障がいのある又は可能性のある幼児児童生徒及びその在籍園・校の教職員、保護者等へ

の相談活動や理解啓発に当たるとともに、園・小学校等へ計画的に出かけて特別支援教育の校

内（園内）支援体制の機能の充実に向けて支援を行います。 

〇発達障がい等により特別な教育的支援を必要とする児童等の指導・支援に関する助言 

〇校内（園内）支援体制の充実に向けた助言 

担当区域内の園・小学校等へ年１～２回

の相談活動を行います。 

巡回相談 

担当区域内の幼稚園、園・小学校等から

の依頼に応じて、相談活動を行います。 

依頼相談 

県内に14名配置（東部地区６名、中部地区３名、西部地区５名）     ※Ｈ31.4.1現在 

「園内委員会」と「特別支援教育担当」

教育相談の推進 施 策 
ＬＤ等専門員 

 鳥取県では、平成 12 年度（幼児につ

いては、平成16年度）から発達障がい

と診断された幼児・児童・生徒数を調査

しています。調査結果を踏まえ、ＬＤ等専

門員の配置や研修会の実施など、課題に

応じた施策の充実に努めています。 

施 策 
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【推進のための具体的な取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標② 個別の教育支援計画等の作成・活用及び関係機関との連携  

 長期的な視点に立ち、特別な支援を必要とする子どもの実態把握や教育・保育の方針

等について話し合い、関係機関との連携を図り、切れ目のない指導・支援の充実を進め

ます。 

  

  
【県・県教育委員会】 

○特別支援教育に関する研修の実施 

○特別支援学校のセンター的機能の充実やＬＤ等専門員の活用の推進  

○個別の教育支援計画、個別の指導計画等の作成・活用の推進   

○関係機関や就学先との連携強化 

○療育や就園・就学についての情報提供や相談支援体制の整備 

 

【市町村・設置者】 

○研修会を開催しましょう。 

・個別の教育支援計画、個別の指導計画等の作成・活用の方法 等 

○地域における特別支援教育に対する理解啓発を進めましょう。 

○特別な支援を必要とする子ども及びその保護者への相談支援体制を充実させましょう。 

・就学相談における情報提供 

○指導・支援に係る指導助言及び関係機関との連携を進めましょう。 

○支援会議の場を設け、個別の教育支援計画を用いて、本人・保護者・関係機関とも連携した接続や 
移行に取り組みましょう。 

 

【幼稚園・認定こども園・保育所等】 

○特別な支援を必要とする子どもの実態把握に努めましょう。 

○園内全保育者等の共通理解や情報交換を行いましょう。 

○園内研修、事例検討会等を実施し、保育者等の資質向上に努めましょう。 

○個別の教育支援計画や個別の指導計画等を作成し、活用しましょう。 

○保護者との信頼関係を築き、全保育者等による組織的な支援を充実させましょう。 

○切れ目のない支援を行うために、園内及び就学先への引継ぎを丁寧に行いましょう。 

 

【小学校等】 

○支援会議等を通じて、園で実施した適切な支援がつながるようにしましょう。 

幼
児
教
育
の
質
の
向
上 

基本方針（３）特別な配慮を必要とする子どもへの教育の充実 
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「個別の教育支援計画」は、特別な支援を必要とする幼児児童生徒等の一人一人のニーズ
を正確に把握し、教育の視点から適切に対応していくという考えの下、長期的な視点で乳幼児期
から学校卒業後までを通じて一貫して的確な教育的支援を行うことを目的としています。 
 また、この教育的支援は、教育のみならず、福祉、医療、労働等の様々な側面からの取組が必
要であり、関係機関・関係部局との密接な連携協力を確保することが不可欠です。 

【作成の対象】 
特別な支援を必要とする幼児児童生徒 

（※「特別な支援を必要とする」とは、

学習上や生活上において課題や困難さが

あり、教育的な支援が必要であること。） 

【作成の内容】 

① 一人一人のニーズ 

② 支援の目標 

③ 支援内容 

④ 支援者・機関 

⑤ 評価・改訂・引継ぎ 

出典：独立行政法人国立特別支援教育総合研究所 

県立倉吉養護学校 

（知的障がい・肢体不自由） 

県立琴の浦高等特別支援学校（知的障がい） 

中部地区 

県立米子養護学校（知的障がい） 

県立皆生養護学校（肢体不自由・病弱） 

県立皆生養護学校皆浜分校（病弱） 

県立鳥取聾学校ひまわり分校（聴覚障がい） 

西部地区 

県立白兎養護学校（知的障がい） 

県立鳥取養護学校（肢体不自由・病弱） 

県立鳥取聾学校（聴覚障がい） 

県立鳥取盲学校（視覚障がい） 

鳥取大学附属特別支援学校（知的障がい） 

東部地区 
県内の特別支援学校は、それぞれの

専門性を生かし、地域のニーズに応え

るため、教育相談や訪問による研修等

を行っています。 

Ｈ31.4.1現在 

 
「個別の指導計画」は、
保護者の同意の有無にかかわ
らず、作成できます。 
 長期（１年間）目標を達成
するためのステップとして、
短期目標を設定し、具体的な
支援等を記載します。 

施 策 特別支援学校のセンター的機能

「個別の教育支援計画」と「個別の指導計画」

 

 

 

 

 

 

 

【推進のための具体的な取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標② 個別の教育支援計画等の作成・活用及び関係機関との連携  

 長期的な視点に立ち、特別な支援を必要とする子どもの実態把握や教育・保育の方針

等について話し合い、関係機関との連携を図り、切れ目のない指導・支援の充実を進め

ます。 

  

  
【県・県教育委員会】 

○特別支援教育に関する研修の実施 

○特別支援学校のセンター的機能の充実やＬＤ等専門員の活用の推進  

○個別の教育支援計画、個別の指導計画等の作成・活用の推進   

○関係機関や就学先との連携強化 

○療育や就園・就学についての情報提供や相談支援体制の整備 

 

【市町村・設置者】 

○研修会を開催しましょう。 

・個別の教育支援計画、個別の指導計画等の作成・活用の方法 等 

○地域における特別支援教育に対する理解啓発を進めましょう。 

○特別な支援を必要とする子ども及びその保護者への相談支援体制を充実させましょう。 

・就学相談における情報提供 

○指導・支援に係る指導助言及び関係機関との連携を進めましょう。 

○支援会議の場を設け、個別の教育支援計画を用いて、本人・保護者・関係機関とも連携した接続や 
移行に取り組みましょう。 

 

【幼稚園・認定こども園・保育所等】 

○特別な支援を必要とする子どもの実態把握に努めましょう。 

○園内全保育者等の共通理解や情報交換を行いましょう。 

○園内研修、事例検討会等を実施し、保育者等の資質向上に努めましょう。 

○個別の教育支援計画や個別の指導計画等を作成し、活用しましょう。 

○保護者との信頼関係を築き、全保育者等による組織的な支援を充実させましょう。 

○切れ目のない支援を行うために、園内及び就学先への引継ぎを丁寧に行いましょう。 

 

【小学校等】 

○支援会議等を通じて、園で実施した適切な支援がつながるようにしましょう。 
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基本方針（３）特別な配慮を必要とする子どもへの教育の充実 
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【引継ぎの必要性】 

 それまで受けてきた支援を引継ぎ、一貫した支援を行うことで、自立や社会参加に向けた取

組につなぎます。 

【引継ぎの主体者】 

 本人・保護者が主体となり、次の学校等へ持参し、必要な支援を引き継ぎます。場合によっ

ては、あらかじめ本人・保護者の了解を得て学校等が行う場合もあります。 

【個人情報の取扱い】 

 個人情報が漏洩したり滅失したりすることがないよう、適切な管理を行うことが必要です。 

 各自治体における個人情報保護条例等の規定に基づき、適切な管理や取扱いを行います。  

【幼稚園や保育所等から就学先への引継ぎについて】 

幼稚園や特別支援学校幼稚部、保育所、福祉機関等において、個別の教育支援計画やそれに類

似した計画を作成している場合には、必要な関係資料を取りまとめ、保護者と共通理解のもと、

就学先に引継ぎを行いましょう。また、移行支援計画書や移行支援シート等を作成し、就学後に

学校が作成する個別の教育支援計画のもととなるものとして、就学先に引継ぐ方法もあります。 

 生育歴や療育歴は非常に重要な情報ですので、早期から保護者との合意形成を図りながら移行

をスムーズに行うことが大切です。 

「個別の教育支援計画」を活用した引継ぎ

 POINT 

 

― 41 ―

幼
児
教
育
の
質
の
向
上



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本人・保護者・学校等のための個別の教育支援計画～作成・活用マニュアル～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あいサポートファイル（作成：「鳥取県手をつなぐ育成会」 発行：鳥取県福祉保健部ささえあい福祉局障がい福祉課）  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

支援をつなぐために市町村が作成した資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「就学移行支援モデルプログラム」として、園内支援担当者の役割や関係機関との連携の在り方等

必要な情報がまとめられています。就学に向けての準備と、就学後のフォローが計画的に進められ、

小学校等へスムーズに適応できるようしています。 

「個別の教育支援計画」を作成する上で参考となる資料

様式例と記入のポイントを示しています。 

一部抜粋 

 

【引継ぎの必要性】 

 それまで受けてきた支援を引継ぎ、一貫した支援を行うことで、自立や社会参加に向けた取

組につなぎます。 

【引継ぎの主体者】 

 本人・保護者が主体となり、次の学校等へ持参し、必要な支援を引き継ぎます。場合によっ

ては、あらかじめ本人・保護者の了解を得て学校等が行う場合もあります。 

【個人情報の取扱い】 

 個人情報が漏洩したり滅失したりすることがないよう、適切な管理を行うことが必要です。 

 各自治体における個人情報保護条例等の規定に基づき、適切な管理や取扱いを行います。  

【幼稚園や保育所等から就学先への引継ぎについて】 

幼稚園や特別支援学校幼稚部、保育所、福祉機関等において、個別の教育支援計画やそれに類

似した計画を作成している場合には、必要な関係資料を取りまとめ、保護者と共通理解のもと、

就学先に引継ぎを行いましょう。また、移行支援計画書や移行支援シート等を作成し、就学後に

学校が作成する個別の教育支援計画のもととなるものとして、就学先に引継ぐ方法もあります。 

 生育歴や療育歴は非常に重要な情報ですので、早期から保護者との合意形成を図りながら移行

をスムーズに行うことが大切です。 

「個別の教育支援計画」を活用した引継ぎ

 POINT 
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